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○議長（中西峰雄君）それでは一般質問を行

います。 

 順番２、14番 土井君。 

〔14番（土井裕美子君）登壇〕 

○14番（土井裕美子君）ただ今、議長のお許

しをいただきましたので、通告に従いまして

一般質問をさせていただきます。 

 まず１点目は、保護者及び地域から信頼さ

れる学校の構築についてでございます。つい

先日も、新聞に女子中学生２名が自殺をした

という悲しいニュースが載っておりました。

原因は特定できてはいないそうですが、学校

でのいじめもあったようです。なんと悲しい

ことでしょうか。私も子を持つ親として大変

心が痛みました。この事件に限らず、最近で

は、本当に多くの子どもたちに関する心痛む

ようなニュースが後を絶ちません。一昔前な

ら、子どもが自殺をするなんて、皆さん考え

られましたでしょうか。子どもたちは皆平等

で、保護者の愛に包まれて生を受け、輝く未

来に向けて希望を持って成長していかねばな

らない存在でした。ところが、現状では、あ

まりにも現在の社会病理が子どもたちに反映

されているように思えてなりません。 

 この橋本市におきましても、今まさに教育

の中でさまざまな問題があるように感じられ

ます。例えば、不登校問題ですが、平成19年

度の資料によりますと、和歌山県自体が小・

中学校とも全国平均、小学校0.34％、中学校

2.91％よりも高い状態で、本市におきまして

も小学校0.71％、中学校3.71％という状態で

す。また、今年の全国学力テストの結果にお

いても、和歌山県は小学校31位、中学校43位

という結果でございました。今、一例として

それぞれの問題を個別で数字にして申し上げ

ましたが、これらの問題は、それぞれの事象

を単体で解決していこうとするだけでなく、

学校教育全体をもっと包括的にとらえ、考え

ねばならないときに来ていると思います。 

 全国的にも、子どもたちの学力低下、学級

崩壊、いじめ、不登校等々、確実に教育崩壊、

教育格差が進みつつある中、保護者が安心し

て学校に子どもを預けられるような学校の構

築をめざしていただきたいと思います。 

 今回、私は、橋本市だけでなく国の宝であ

るべき子どもたちへの教育こそ、未来へ向け

ての最重要課題と考え、何点か質問をさせて

いただきます。 

 ①ある県の子ども研究センターの調査では、

「教師が個別に向き合えることが必要になっ

ている」と95％が思う反面、82％が「時間的

余裕がない」と答えているという調査が出て

おります。教師の事務量などの増加により、

一人ひとりの子どもとかかわれる時間的余裕

がなくなりつつあることが浮き彫りになって

きています。教育においては、先生と児童生

徒との信頼関係こそ必要と考えますが、本市

においては、その実態と現状はどのようにな

っているとお考えかお聞かせください。 

 ②今、本市においても教育制度等の変革が

推し進められようとしていますが、このよう

に目先を変えるような手段では、さまざまな

教育問題の解決にはなり得ないと考えます。

教育委員会として、長期的な教育ビジョンを

持った上で教育施策の優先順位を決定されて

いるのかをお答えください。 

 ③「教育への投資こそ地域活性への最も有

効的な手段である」との認識が必要であり、

人的投資はもちろん、電子黒板や新しい教育

機材等、ＩＣＴ教育導入にも積極的に取り組
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むべきと考えますが、当局のお考えをお聞か

せください。 

 ④今年の７月より、本市の教職員が通勤の

ために学校敷地内に自家用車を駐車している

場合の駐車料金が徴収されるようになりまし

たが、それに伴う根拠の説明と、徴収された

お金の使い道についてお教えください。 

 ⑤本市における平成19年度から21年度まで

の、教育費（耐震等にかかる費用を除く）の

予算総額に占める割合をお教えください。ま

た、その中で、市独自で採用している講師等

の費用をお示しください。 

 ２点目は、凶悪犯罪等「重要かつ緊急な事

態」が発生した際の、市行政としての危機管

理についてでございます。 

 自動車文明は発展し、生活は飛躍的に便利

になった半面、人と人とのコミュニケーショ

ンがだんだんと希薄になりつつある社会情勢

の中で、今まで比較的静かで田園的雰囲気の

強かったこの橋本市においても、いつ、どの

ような形で凶悪犯罪等が発生するかもしれま

せん。そのときに、行政としては市民の安心・

安全を第一に考え、どのような対応をとられ

るのかお尋ねします。 

 ①凶悪犯罪等「重要かつ緊急な事態」が市

内で発生した場合の、行政としての対応マニ

ュアルはできているのかお答えください。 

 ②上記のような状況に対して、最初に「判

断及び決定」はだれが行うのか。また、警察

との連携についてもお教えください。 

 以上、私の壇上よりの質問を終わります。 

○議長（中西峰雄君）14番 土井君の一般質

問に対する答弁を求めます。 

 教育長。 

〔教育長（森本國昭君）登壇〕 

○教育長（森本國昭君）土井議員のご質問に

お答えをいたします。 

 教師が個別に向き合えることが必要になっ

ているが、時間的余裕がないというご指摘が

ありましたが、本市の実態と現状についてお

答えをいたします。 

 平成19年度に、本市では全教職員を対象に

生活アンケートを実施しております。その中

で明らかになったことは、教職員の56.2％が

「疲れが相当たまっている」「翌日まで疲れを

持ち越すことが多い」と回答していること。

また、69.6％が毎日時間外労働を行っており、

うち30％が「週当たり12時間～20時間」、7.3％

が「20時間以上」行っていること。その内容

は授業の準備や採点、ノート点検、事務処理

の順になっております。 

 また、「仕事についての精神的負担が大き

い」「非常に大きい」と回答したのは51.7％。

その理由のトップ３は、仕事量の多さ22.7％、

生徒指導20.2％、保護者との関係13.8％の順

になっております。これらのことから、本市

における教職員の多くは日常の業務において

時間外勤務を行い、生徒指導や保護者との関

係にストレスを感じつつ業務に精励している

姿が見えてきました。この点につきましては、

全国的な傾向と大きく違っていないと言えま

す。 

 次に、教師が時間的余裕を失ったと感じる

理由には、さまざまな要因があろうと思われ

ますが、大きな要因として次の５点が上げら

れます。１点目、学校の役割が年々大きくな

ってきていること。２点目は、学校５日制の

中で学校運営が行われていること。３点目は、

学校という勤務の特殊性。４点目は、教員に

求められる資質や能力の幅が拡大しているこ

と。５点目は、事務量の増加でございます。 

 教育委員会では、教員に新たに求められる

分野における資質や能力向上のために、教員

研修の機会をとり対応すること。教職員の意

識調査の結果を踏まえ、学校長会議のほかに

学校運営研修会を開き、教師の多忙化を防ぐ
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ための方策について研修を行うこと。さらに

事務量軽減のために、国や県に対して調査内

容が重複をしないよう、関係各部局で横の連

携を図るよう進言するとともに、重複がある

場合には、できる限り教育委員会で処理をす

るなどでございます。 

 また、各学校でも校務分掌の整理や会議の

効率的な運営、一人の教師がすべて対応する

のではなく、チームで対応するなど負担感を

取り除く工夫をしております。しかし、そう

いうソフト面での対応では、改善につながっ

ても根本的解決には至りません。やはり、教

職員定数の改善や教員配置の方針転換などが

必要であろうと思います。このことにつきま

しては、橋本市教育委員会として国や県に要

望を行っております。 

 次に、教育委員会では長期的な教育ビジョ

ンを持った上で教育施策の優先順位を決定し

ているのか、というおただしについてお答え

をいたします。 

 本市の教育は、教育委員会が独自に行って

いるものではありません。その根本は橋本市

長期総合計画に位置付けられ、市の方針に沿

って行っております。また、それをより具体

的な行動に落とし込んだものが、教育委員会

の策定する「橋本市の教育」ということにな

ります。 

 橋本市教育委員会では、合併を控えた平成

17年度から橋本市の教育改革に取り組み始め、

平成19年度から２カ年、橋本市教育協議会の

審議を経て、生涯学習社会における「人が育

ち合う、共育のまちづくりプラン」を標榜し、

社会教育と学校教育が連携を強め、子どもが

よりよく育つための施策を実施しております。

子育て支援や家庭教育支援の充実や小中一貫

教育の推進などは、橋本市の教育方針の重要

な柱になっております。 

 また、学校教育や社会教育の学びを教育フ

ォーラムや学びの日のイベント、地域シンポ

ジウムを通じて、各中学校区健全育成協議会

等多くの市民の方々とともに開催し、市民の

参加のもとで家庭での教育や社会教育、学校

教育について考え、互いに支え合い、育ち合

おうとする機運の創造を大切にしたいと考え

ております。 

 平成17年３月に橋本市次世代育成支援行動

計画が策定されましたが、５年を経て実態と

のずれも見え始め、本年度見直しを行うこと

になっております。この機に橋本市の教育に

つきましても、学校教育・社会教育全部門を

統合した「橋本市生涯学習推進計画」とそれ

に伴う今後５年間、10年間を見据えた実行す

べき課題を整理し、「橋本市教育振興計画」の

策定に取り組みたいと考えております。 

 次に、電子黒板やＩＣＴ機器を積極的に導

入することについてお答えをいたします。橋

本市では、平成19年度から教育用ネットワー

クシステム、児童生徒用コンピュータ、校務

用コンピュータ、校内ＬＡＮの整備を行って

きました。これらは、国が進めているＩＴ新

改革戦略における「教育の情報化」で示され

た目標数値を、橋本市の現状に合わせ、計画

的に整備を進めております。この整備によっ

て教育環境の向上を図ることで、学習への意

欲、学力向上につなげていくことが大切です。

ご提案いただいています電子黒板は、その利

用により児童生徒の意欲の喚起、学力向上に

効果のあることが示されており、教育委員会

としても取り入れていきたいと考えておりま

す。 

 本年度、文部科学省から示されたスクール

ニューディール構想にも電子黒板はメニュー

としてございましたが、デジタルテレビを導

入し、それをテレビの機能だけではなく電子

黒板的な利用を視野に入れた活用を考えてい

ます。文部科学省からはまだ決定通知がなさ
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れておりませんが、決定後、早急にデジタル

テレビの整備を行い、これまでに整備した教

育用ネットワークシステムや児童生徒用コン

ピュータとデジタルテレビを効果的に活用し

ながら研究実践を進めていきたいと考えてい

ますので、ご理解をお願いいたします。 

 次に、教職員の駐車料金徴収に伴う根拠と

その使途についてお答えをいたします。 

 橋本市は、平成21年４月に「橋本市公共施

設指定駐車場使用に関する規程」を設けまし

た。その中で、教育施設を除く橋本市公共施

設の一部を当該施設に勤務する職員の指定駐

車場として使用するにあたり、使用料を納付

することが規定されております。このことを

受け、教育委員会でも「橋本市教育委員会所

管の教育施設指定駐車場使用に関する規程」

を設け、教育施設においても同様の使用料を

納付することといたしました。 

 納付された使用料につきましては、市との

協議の結果、２分の１を上限とし教育費に還

元する予定でございます。 

 次に、平成19年度から21年度までの教育費

の予算総額に占める割合と、市独自で採用し

ている講師等の費用についてお答えをいたし

ます。 

 平成19年度決算では、教育費から工事請負、

学校建築を差し引いた支出済額は24億7,985

万2,376円です。橋本市一般会計歳出支出済額

258億6,745万1,922円に対する割合は約9.6％

です。 

 平成20年度決算では、教育費から工事請負、

学校建築を差し引いた支出済額は22億6,688

万3,310円です。橋本市一般会計歳出支出済額、

249億2,707万4,660円に対する割合は約9.1％

でございます。 

 平成21年度当初予算では、教育費から工事

請負、学校建築を差し引いた予算額は22億

3,021万6,000円です。橋本市一般会計歳出予

算額、246億3,459万9,000円に対する割合は約

9.1％でございます。 

 また、市独自で採用している非常勤講師の

予算につきましては、平成19年度と平成20年

度は2,526万7,000円、平成21年度は2,778万

7,000円です。また、今年度は、９月現在で21

名の非常勤講師を13校に配置しております。 

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

〔総務部長（中山哲次君）登壇〕 

○総務部長（中山哲次君）それでは次に、凶

悪犯罪等「重要かつ緊急な事態」が発生した

際の市行政としての危機管理についてのご質

問にお答えいたします。 

 １点目の、凶悪犯罪等「重要かつ緊急な事

態」が市内で発生した場合の行政としての対

応マニュアルはできているか、とのおただし

についてでありますが、最近の案件事例とし

て、今年６月中旬に、市内で高齢者の女性が

遺体で発見され、一時殺人事件の可能性もあ

るとのニュース報道がありました。このとき

の事案も含め、殺人事件などの凶悪犯人から

市民の安全を守るのは、本来、警察の責務で

あり、また犯罪の発生があった場合、被疑者

を逮捕するまでの捜査初期段階においては、

警察側も捜査上知り得た犯罪情報等を外部に

もらすことは、捜査に支障を来すおそれがあ

ることから、犯罪発生初期の捜査情報（犯罪

発生情報も含む）に関して、警察より本市に

提供されることはありませんので、本市では

凶悪犯罪等「重要かつ緊急な事態」が市内で

発生した場合の行政としての対応マニュアル

等は整備しておりません。 

 しかしながら、市民の生命と財産を守ると

いう観点から、本市防災行政無線の運用につ

いては、既に橋本警察署及びかつらぎ警察署

と協議を行っており、凶器を持った犯人や指

名手配被疑者等重要な犯罪被疑者が逃走して
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市民に危険が及ぶおそれがある場合などは、

緊急情報として取り扱うことと定めています。 

 なお、学童の登下校にかかわる場合は、今

後、警察と協議を行い、青少年センターで運

営している「橋本市安全安心メール」の配信

などで情報提供を行いたいと考えております。 

 次に、２点目の前段のような状況に対して、

最初に「判断及び決定」はだれが行うのか、

また警察との連携についてのおただしについ

てでありますが、本市ではこのような事案で

は、初期段階で警察から情報提供がなされな

いため、判断及び決定することを具体的に定

めていないのが現状であります。 

 しかしながら、今後も行政と警察のお互い

の立場を尊重し合いながら、より一層の連携

を密にして、市民が安心して暮らせるまちづ

くりをめざしていきたいと考えておりますの

で、ご理解のほどよろしくお願い申し上げま

す。 

○議長（中西峰雄君）14番 土井君、再質問

ありますか。 

 14番 土井君。 

○14番（土井裕美子君）ありがとうございま

す。 

 それでは、１点目の教育のほうからまいり

たいと思います。１番目、いろんな問題があ

って、平成19年度に教職員の生活アンケート

調査も行っていただいた結果として、やはり

先生方は大変疲弊しているという状況が現れ

てきたわけでございますけれども、ちょっと

お尋ねしたいのが、中学校には生徒指導主事

という役割がございます。生徒指導主事とい

うのは、何かいろんな問題を起こした生徒の

指導をするという役割があるんですけれども、

私が昔勤務しておりました大阪市内の中学校

では、生徒指導主事は全く担任を持たずに、

各学校との連携、そして生徒指導だけに専従

するという形をとっていたわけですけれども、

今、本市の中学校における生徒指導主事とい

うのは、どのような状況になっているのかと

いうのをちょっとお教えいただきたいという

のが一点と、子どもたちの数が減ってきてお

りますので、国または県から定められた教職

員定数というのがございまして、教員の臨時

免許というんですか、例えば体育の教師が１

人おると。その臨時免許を発行して、その体

育の教師が臨時的に技術の指導もするという

ような形は、法律的には可能なわけですけれ

ども、本市においてはその状況はどのように

なっているのか、もしわかりましたらちょっ

とお教えいただきたいと思います。 

○議長（中西峰雄君）教育長。 

○教育長（森本國昭君）まず、生徒指導主任

の件でございますけれども、私も現場におる

昔でしたら、議員言われましたとおり、問題

行動の多い学校につきましては、生徒指導主

任だけで担任も持たないと、そういう専門的

に対応したわけでございます。それで、生徒

指導主任が中心となって各学年、学校をまと

めていくと、そういった仕事だったわけでご

ざいますけども、最近では、いろいろ学校は

大変な状態でございまして、やはり生徒指導

主任だけが授業を持たずにという学校はござ

いません。そういった現状でございます。 

 それから、臨時免許を発行してやっている、

人数は今ちょっときっちりとした数字はござ

いませんけれども、そういう発行をして実際

にやっていただいておるケースはございます。 

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）14番 土井君。 

○14番（土井裕美子君）ありがとうございま

す。 

 学校の役割がだんだん多様化してきたとい

うことで、答弁のお答えの中で５点ほど、教

育長からその問題等についての回答をいただ

いたわけですけれども、やはり、本市におき
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ましても、根本的には教職員定数の改善と、

そして教員配置の方針転換が必要というふう

に、はっきりと教育長ご自身の口から申され

ましたので、必要ということですよね。生徒

指導をしようと思っても、結局担任を持って

授業をしていると、何か事件・事故が起こっ

た場合の対応もできないという現実がござい

ます。国と県に要望をしていただいていると

いうことでございますが、教育長として、橋

本市は人的配置、４番の講師の問題にも絡ん

でくるんですけれども、教育長自身はどのよ

うにお考えになっているか。今で足りてると、

十分やというのか、それとも本当に足らない

のやとか、その辺の教育長のご見解をちょっ

とお尋ねしたいと思います。 

○議長（中西峰雄君）教育長。 

○教育長（森本國昭君）人が多かったら大変

助かるわけです。ただ、人が多いからいいと

いう場合ではございません。何ぼ人数少なく

ても、先生方が一生懸命努力してやっていく

必要があるわけですが、しかし、人が足らな

いのは現状でございます。皆が一生懸命やっ

ても、やはりもう少し教員の人数が増加すれ

ば、さらに子どものために取り組めるという

ことが事実でございますので、国やら県のほ

うへ要望しておるんですが、その表は毎年同

じ表の数でございます。何学級では何名とい

う、その表は全然変わっておりません。大変

現場としては苦慮しておるわけでございます。

多かったらいいというわけではございません

けど、しかし、いろいろ子どもたちのために

真剣に取り組めるためにも、少ない現状であ

るということは確かでございます。 

○議長（中西峰雄君）14番 土井君。 

○14番（土井裕美子君）ありがとうございま

す。 

 本当に、この質問をするにあたりまして、

いろんな学校の先生方のお話も聞きました。

本当に先生方は一生懸命やっていただいてま

すけれども、人数が足らないんだというよう

なことをお聞かせいただいております。でき

るだけ、多ければいいということではないと

いうことでございますけれども、多ければ多

いには越したことがない。しかしながら、予

算等の関係で、今の現状で頑張っているんや

ということですよね。でも、頑張ることも限

界があるので、人間が働ける時間というのは

限られておりますし、率直な教育長のご意見

をいただいてありがたいと思います。 

 ２番ですが、橋本市においては、長期総合

計画に基づいて橋本市の教育をずっと遂行し

ているということですが、地域の皆さま方の

ご協力も得ながらやっているんですが、やは

りこれも、私、計画を立ててない、まだ橋本

市教育振興計画を策定に取り組む予定ですと

いうことですので、長期的なビジョンという

のは、まだまだこれから若干変わりつつある

のかなというふうに思うんですが、今、橋本

市が進めていらっしゃる、先ほど市長のお話

の中にもありました小中一貫教育ですよね。

これをまず第一として進めていらっしゃるよ

うに思うんですけれども、決して教育のシス

テムというか、六・三・三を四・三・二に変

えても、人的な増員がなされないと、根本的

には解決をしないのではないかなというふう

に考えるんですが、その辺のところはいかが

お考えですか。 

○議長（中西峰雄君）教育長。 

○教育長（森本國昭君）小中一貫というのは、

学力を高めるということも大切ですけれども、

９年間を継続して、子どもたちを発達段階ご

とに取り組んで高めていくということでござ

います。学力だけを考えたら、いろいろ教員

の数という点につきましては、小中一貫教育

をしたところでその解決にはならないと、そ

ういうことは確かに言えるわけでございます
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けれども、小中一貫教育はそういうことでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）14番 土井君。 

○14番（土井裕美子君）ありがとうございま

す。 

 ですよね。だから、今、教育長がおっしゃ

ったように、小中一貫も推し進めながら、同

時にやはり人的な配置の強化というのをして

いかないと、いい教育改革にはならないとい

うふうなお答えであったと認識をいたしまし

た。 

 それでは３番のほうに移らせていただきま

す。校内ＬＡＮを進めていらっしゃるという

ことでございますが、これは各教室にＬＡＮ

整備というのはできているんですか。 

○議長（中西峰雄君）教育長。 

○教育長（森本國昭君）校内ＬＡＮを整備し

ていただいております。それでまたパソコン

を使って、教室でそれを活用できるというこ

とになっております。 

○議長（中西峰雄君）14番 土井君。 

○14番（土井裕美子君）パソコンルームとの

ＬＡＮはできているというけど、教室ですよ。

各教室で結局ネットワーク、ネットワークづ

くりというと、各教室で授業をするときにデ

ジタルテレビの導入ということです。デジタ

ルテレビとか電子黒板を入れたときに、コン

ピュータ室だけではなくて、各教室とＬＡＮ

整備ができてないとネットワーク化というの

ができないと思うんですけど、その辺だけち

ょっと確認したいんです。 

○議長（中西峰雄君）教育長。 

○教育長（森本國昭君）できておると思って

おるんですが、少し確認させてください。 

○議長（中西峰雄君）14番 土井君。 

○14番（土井裕美子君）６月の補正予算のと

きに、政府、これは自民党政権のときであっ

たんですが、自民党政権のときに、地域活性

化経済危機対策臨時交付金というのが、橋本

市に約３億3,516万1,000円というのが交付さ

れまして、その中で、学校教育の中で、デジ

タル化の予算として8,650万円の地上デジタ

ル放送対応テレビ購入費というのが計上され

ております。これは予算通りましたので、多

分、各幼稚園、小学校、中学校のテレビを地

上デジタル放送対応テレビに買い替えるとい

うことでございますが、たしかこのときに、

学校ニューディール政策ということで、文部

科学大臣のほうから各行政の市長あてに手紙

が来ていると思うんですよ、市長。各学校１

台ずつの電子黒板の導入をお願いしたいとい

うことを各市長あてに私は送りましたという

ようなことを、たしかテレビのニュースで文

部科学大臣がおっしゃっておられましたが、

まず、その手紙は来てましたか。来てると思

うんですけど、来てましたか。それに対して、

補正予算を通した後に私はそのテレビを見た

んですけれども、いや、何で、どうしてその

電子黒板を各学校１台ずつでもいいので入れ

なかったのかなというのが、ちょっと不思議

に思ったんですが、その辺のところ、来てた

か来てなかったか。そして、本市としては優

先順位を付けられてたのかもしれませんけれ

ども、電子黒板を導入せずに先にデジタル放

送、地上波デジタルのテレビを買ったという、

その辺のいきさつというか、わかったらちょ

っとお教えいただきたいんですが。 

○議長（中西峰雄君）教育次長。 

○教育次長（西本健一君）先ほどの校内ＬＡ

Ｎの件なんですが、中学校につきましては

100％各教室にもＬＡＮ整備ができておりま

す。小学校につきましては、橋本小学校それ

から高野口小学校以外につきまして、各教室

へのＬＡＮの整備できております。 

 それと、今質問がありました市長あての手
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紙ですが、確かに文部科学大臣から直接市長

あてに手紙が届いておりまして、市長まで回

覧をさせていただいております。 

 それから、優先順位のことなんですが、６

月補正で確かにデジタルテレビの購入の予算

化を計上させていただきました。その中で、

電子黒板の話ももちろんありまして、それに

ついては、今後、機器で対応して、今のとこ

ろ電子黒板というのは相当値段が張るように

聞いております。そういった部分で光学セン

サー、光のセンサーということで、そういっ

た機械、これ、定価は10万円前後ですが、実

際にはもう少し安くなると思うんですけれど

も、各小学校に、まだ技術的にそういった具

体化はされてないですが、電子黒板の対応も

将来的には各学校で数台配置できるように今

後研究したいと、検討したいと思っておりま

すので、ご了解いただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（中西峰雄君）14番 土井君。 

○14番（土井裕美子君）あと何年かかるかち

ょっとわからないなという正直な疑問なんで

すけど、これ、せっかく国が経済対策の臨時

交付金を出していただいて、なおかつ補助金

も出して、100％国からのお金で電子黒板を導

入できるときに、なぜ導入しなかったのかと

いうのが大変疑問なんですね。デジタルテレ

ビの対応だけですと、入れ替えだけですと、

基本的にはＩＣＴの活用には私自身はならな

いのではないかなというふうにも考えており

ましたので、今、国からのお金が出てくると

きにしっかりといただけるものはいただいて、

設備投資をしておくほうが、これから教育費

の予算を考えるときにも良かったのではない

かなと思うんですけれども、臨時交付金３億

3,516万円何がしかのお金の中で、政策調整会

議等の中でいろんな話し合いが持たれたのか

もしれませんけれども、教育委員会だけでな

く市全体として、今教育にお金をかけようと

いう意識が、もしかしたらなかったのかしら

と若干不安に思ったんですけども、その辺の

経緯が、もしあるのがわかればちょっとお教

えいただきたいんですけども、なぜデジタル

テレビのみを先に、優先順位の１番に上げら

れたのかということですね。 

○議長（中西峰雄君）教育次長。 

○教育次長（西本健一君）市全体で３億数千

万円の枠の中で、教育委員会としてはそうい

ったデジタルテレビの買い替えが必要である

という判断のもとに、優先も付けさせていた

だいての要望、全体額の中には電子黒板の件

もございました。そういった中で、市全体の

中で、今、議員おっしゃったようにどれを優

先するかということで判断をしたわけでござ

います。 

 それで、電子黒板につきましても、将来的

になるんですが、先ほど申し上げたように光

学、光センサーを用いまして対応していける

ということでございます。それと、先進のと

ころも見てみますと、この前ホームページで

見ておりますと、茨城県のつくば市立のある

中学校では、１校当たり１台というようなと

ころで進んでいるところもあります。該当校

につきましては、一応目標をつくって、各学

校で３台とかそういった部分で研究、検討さ

れているようですが、橋本市におきましても

デジタル化をまずして、将来的にはそういっ

た光センサーによって電子黒板的な利用が可

能だという判断をしておりますので、この点、

ご理解いただきたいと思います。 

○議長（中西峰雄君）14番 土井君。 

○14番（土井裕美子君）デジタルテレビ化だ

けでなく、それが電子黒板のような形で対応

もできる機種というか、それを今後考えてい

くというか、取り入れていくというようなお

答えでございましたので、テレビだけを入れ
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たのでは全く意味がないと思いますので、そ

れを電子黒板にも発展していけるような形の

ものを十分考えていただいて、それでないと

ＩＣＴ化と言わないと思うので、その辺のと

ころをもう少し、これから具体的に機種等の

選定についても、十分考慮をしてやっていた

だきたいというふうに要望をしておきます。 

○14番（土井裕美子君）市当局の話し合いの

中で、２分の１上限で教育委員会のほうにと

いうことですけれども、これ、教育委員会と

しては２分の１だけでいいんですか。全額欲

しいという要望はされてるんですか。 

○議長（中西峰雄君）教育次長。 

○教育次長（西本健一君）先ほども答弁であ

りましたように、一応、市との協議の中で２

分の１を上限として、そういった部分で教育

費に還元という話になってございます。これ

も将来的には、市との協議の中で増額をして

いただきたいなという気持ちはございますが、

今のところはそういった協議の途上でござい

ますので、以上でございます。 

 ただ、機械を入れたから生徒が良うなるん

か、学力が向上するのかということは、全く

それは相反するというか、先ほど１番の問題

で上げました、先生の研修会や事務量とかの

多さというのと十分にかかわってきます。新

しい技術とかそういうのを導入していきます

と、それに対してまた先生方は研修会、研修

等をしていかないと対応することができませ

んので、その辺のところが大変矛盾が生じて

いくわけなんですけれども、十分に、今、小

さな子どもたちは私たちが考えている以上に、

ゲームソフトなんかの活用もありますし、勉

強に対する取り組み方がいろんな形で多様化

しておりますので、必要であると考えますし、

先生方の事務量がそれでまた多くなるという

ことがないように、十分考慮の上で推し進め

ていっていただきたいと思います。 

○議長（中西峰雄君）14番 土井君。 

○14番（土井裕美子君）なかなか言いにくか

ったかもしれませんけど、増額していただき

たいということですよね。あとの２分の１は、

これはどのような形で使われるのでしょうか。

その辺のところをお教えください。 

○議長（中西峰雄君）財政課長。 

○財政課長（北山茂樹君）土井議員のご質問

にお答えします。 

 残り２分の１につきましては、一般財源と

して取り扱いになりますので、市としては一

般財源として使っていくということになりま

す。 

 ④に入ります。先生の駐車料金を徴収する

ということで、市の市職員に準じて合わされ

たということですが、半額を上限にというこ

とですよね。これはだいたい、先生方の駐車

料金は、年間を通していくらぐらいの増収と

いうことになるんですか。その辺の金額だけ、

もしわかればお教えいただきたい。 

○議長（中西峰雄君）14番 土井君。 

○14番（土井裕美子君）はい。わかりました。

できるだけ、やっぱり教職員の方から徴収し

た駐車料金でございますので、できたら私と

しては全額教育費のほうに回して、上乗せと

いう形で教育費のほうに回していただきたい

と、いただくのが筋ではないかなというふう

に考えます。そうでないと、先生方もなかな

か、納得ということはないですけれども、自

分たちのお金が一体半分はどこに使われてい

るんだろうかというような気持ちもあるでし

○議長（中西峰雄君）教育次長。 

○教育次長（西本健一君）現在、把握してお

ります駐車料金なんですが、一年を通します

と約900万円の歳入があるというところで把

握しております。 

 以上です。 

○議長（中西峰雄君）14番 土井君。 
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ょうし、お願いをしたいと思いますが、今後、

検討していただけますか。 

○議長（中西峰雄君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）教育委員会にいろ

いろ相談する前の、この通勤の駐車場の徴収

の話でございますけれども、一昨年の通勤手

当の改正に伴いまして、本庁の全職員の駐車

場の料金を通勤手当に乗せないということの

中で、庁外職場についてどうするかという議

論があった中で決めてございます。 

 ということで、基本的にすべて財産取扱規

則に基づきまして、行政財産を職員の駐車場

として使っていく中で、それは無料でいいか

という議論の中でしてございます。というこ

とで、全職員につきまして１年間以上の勤務

をしている者を対象に、通勤用の自動車に限

り１カ月2,000円ということで本庁のほうで

は決めさせていただいてございます。という

ことで、そしたら市長部局でそれを職員のた

めに使うかということも、ちょっと議論があ

ろうかというふうに考えてございます。そん

な中で一般財源化したという経緯がございま

す。 

 ただ、教育委員会につきましては、県の職

員ということで、ほかのところの学校の教職

員については払っていない、伊都郡の中でも

そういう形で払っていないということもござ

いました中で、職員の理解を得る中で２分の

１というような形で決めていった経緯がござ

います。ということで、これにつきましては、

今後、いろんな角度から決めていく中で、変

えていく云々につきましては検討が必要かと

いうふうに考えてございます。ただ、その考

え方の基本となるところだけを紹介させてい

ただきまして、今後の検討の材料にしていき

たいというふうに考えてございます。 

○議長（中西峰雄君）14番 土井君。 

○14番（土井裕美子君）いろんな項目にわた

って、私、ずっとこれを質問してきてるんで

すけれども、言いたいことはただ一点なんで

す。教育において、人的なマンパワーが大変

不足していて、そして教育予算がどんどんど

んどん、年々削られているという中で、先生

方に頑張れ頑張れ言うても限界があるんです

よと。子どもたちを本当に健全に育てていこ

うと思えば、学校教育の中でやっぱりきめ細

かい子どもたちとの対応が必要な時代が来て

いるんだということを、認識していただきた

いんですね。 

 これからどんどん教育費は増えていきます。

というのが、教育費の中に学校の耐震とかに

かかわる金額が入っているからですよね。だ

から、全体的に５番で質問したように、耐震

にかかわる費用を抜いたときに考えますと、

平成19年度、20年度、21年度にしたら、一般

会計の歳出自体が減っていますので、それに

伴って当然、橋本市も教育費の割合も減らし

ていってるんですが、本当にそれで教育がこ

れから良くなっていくのかというのが大変問

題だと思うんですよ。現場をもっとやっぱり

しっかりと見ていただきたい。先生方は頑張

ってるんだけれども、子どもたちの実態、そ

れから社会情勢を考えると、今ここで何らか

の手を教育に関して打っていかないと、本当

に日本の未来はないんじゃないかなと、私自

身すごく危機感を持っているわけです。 

 だから、財政的に困難です、一律カットを

しますというのはよくわかるんですけれども、

教育というのは、今、ある意味社会保障、福

祉的な意味も持っていると思うんですよ。教

育格差というのは、親の収入によって子ども

たちが教育を受ける機会を奪われていってい

る時代なんですね。だから、経済的に困難な

家庭に生まれた子どもたちは、高等学校に行

くことをあきらめるような状況であったり、

それから、いろんな問題が生じている。民主
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党政権になりましたので、高校無料化という

ことを訴えていらっしゃいますけれども、大

変期待はしておる中なんですが、高等学校の

教育だけでなく、小学校、中学校、保育所、

幼稚園、すべてにおいて、今、子どもたちは

社会の波というか、親のしんどさをもろに受

けている状態であるということを認識してい

ただきたい。 

○議長（中西峰雄君）市長。 

〔市長（木下善之君）登壇〕 

○市長（木下善之君）土井議員の再質問にお

答えをしたいと思います。 

 非常に教育は、これは根幹をなす大事なこ

とであるのはよくわかってございます。教育

にはそういう、幼児教育から小・中・高と、

そしてまた、人生半ばから高齢者に向けての

教育も、生涯教育というものもあるわけでご

ざいますし、人生は終生やっぱり教育を重ね

積んでいくことが大事であるということは周

知しておるわけであります。 

 朝、市長が立候補の表明をしていただきま

したけれども、ぜひ市長、今のこの橋本市の

教育の現状というのを、本当に実際に現場に

足を運んでいっていただいて、見ていただい

て、現場のしんどさ、それと、子どもたちも、

子どもたちを育てている保護者も、大変疲弊

している状況でございますので、次の市長選

に向けてのマニフェスト、これから考えると

いうことでございましたけれども、教育費の

増額を何とかお願いしたいと思うんですね。 

 今度の国の、民主党政権の方向と、また市

とうまくかみ合わせながら、充実した本当に

のびのび教育をひとつ実践していけるように、

皆さんの、議会の方のご意見も拝聴しながら

間違いのない教育づくりを進めてまいりたい

と思いますので、よろしくお願いしたいと思

います。  ８月29日に数学ウェーブ総会、開催されま

した。岡潔先生が橋本市から出られて、橋本

市としても数学の教育に力を入れていきたい、

教育のまちづくりをしていきたいというふう

にも市長、おっしゃいましたので、ここで教

育のしんどい現状というのをご理解いただい

て、何とか市長、教育に力を入れるでという

力強いご答弁をいただけませんでしょうか。

みんな期待をしていると思うんですよ。 

○議長（中西峰雄君）土井君、再質問ござい

ますか。 

 14番 土井君。 

○14番（土井裕美子君）大変抽象的にお答え

いただいて、まだ市長の頭の中で、次のマニ

フェストどうしようかなというお考えがある

と思うんですけれども、日本のＯＥＣＤが、

調べた結果、日本が結局、予算の中で教育に

対する支出が一番少ないんですよ。28カ国中

最下位だったんですよね。昨年よりも下がっ

てるんですよ。ＯＥＣＤ平均が５％なのが

3.4％。で、どんどんどんどん少なくなってい

ってるという中で、教育が荒廃していってる

んですね。 

 企業誘致も大切ですけれども、企業誘致を

して人が集まってくる、企業が来るというこ

とは、まず企業が雇っている人間、人が、そ

このまちがどのような教育をしているかとい

うのが、すごく大きな課題になってきている

と思います。市長の力強い決断というか、思

いというか、具体的にここで宣言していただ

いたら、本当に子を持つ親としてはありがた

い。橋本市でぜひ子育てをしようと、人口も

どんどん増えていくと思います。ぜひよろし

くお願いします。市長。 

 だから、国が何かしてくれるやろう、政府

が何かしてくれるやろうということを待って

いては遅いと思うんですよ。橋本市としてこ

うするよということを、やっぱり１％でも

２％でもいいので、教育予算を増額しますと
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いうことを、私としては言っていただきたい

です。一律という、一律じゃだめなんですよ。

財政状況苦しいのはわかりますけれども、教

育と福祉はやっぱり聖域でございますので、

切ってはいけない、カットしてはいけない部

分だというふうに私は感じております。それ

をもうちょっと具体的にご答弁いただきたか

ったなと思います。 

 せめて、④の教職員の駐車料金ありますで

しょう。半額ぐらいだけでも予算に回すよと

いう、そういう快いご答弁はいただけません

か。 

○議長（中西峰雄君）答弁できますか。 

 財政課長。 

○財政課長（北山茂樹君）時間も少ないので、

端的に言わせていただきます。 

 橋本市の教育予算の構成比ですけども、先

ほど議員言われたみたいに、ハード事業も入

れればかなりな額になるんですけど、一点、

ハード事業、人件費も除いた一般行政経費の

地方単独分がどれだけ占めているかという調

査がございます。これ、県下を見ますと、分

野的には人材育成になるんですけども、人材

育成というのは教育に当たる予算なんですけ

ども、これ、トップなのが橋本市と田辺市で

す。それを人口１人当たりの額に直しますと、

橋本市が１万6,769円、それから田辺市が１万

7,026円。１位が田辺市で、２位が橋本市とい

うことで、一般単独の、要は一般財源をいか

に教育予算につぎ込んでいるかというのは、

県下でも橋本市と田辺市がトップクラスとい

うことになりますので、その点、十分ご理解

をいただきたいと思います。 

○議長（中西峰雄君）14番 土井君。 

○14番（土井裕美子君）和歌山県で見るとそ

うかもしれませんけれども、先ほど申し上げ

ましたやんか。和歌山県が学力で小学校31位、

中学校43位ですよ。その下ばかりでやっぱり

決めていてはいけない。もっと上を見てくだ

さい。ぜひ市長、もう時間もありませんけれ

ども、私の要望といたしましては、今後橋本

市は教育のまちづくりをしていくんだという

ことを大きく掲げていただいて、次の市長選

のマニフェストに具体的な公約として上げて

いただくことを要望いたしまして、一般質問

を終わらせていただきます。 

○議長（中西峰雄君）これをもって、14番 土

井君の一般質問は終わりました。 

 この際、午後１時まで休憩いたします。 

（午前11時57分 休憩） 
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